


































建社会に生きていた。 当時の社会に不満を持って、 激しく批判するように、『 河
童』 と『 狂人日記』 が作られた。 この論文は、 相似な時代背景で、 二つの作
品はどのような類似点や相違点があるのかについて研究を展開する。 主に時
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し、 文献研究法と帰納推理法を利用して、 作品中のカムパネルラの献身、 家
庭教師である青年の背景、 蠍の火の伝説とジョバンニの心理変化を分析するこ























































































































































































































































































































































































































































11） 田村均「自己犠牲の倫理学的分析」『名古屋大学文学部研究論集 . 哲学』第３号、
1997 年、37-64 頁。　














この論文の研究によると、 対応する中国語訳「 的」 のある日本語の「 的」 の
語基の特徴としては、多くは二字漢語と名詞、サ変可能の動詞である。 一方、
対応しない場合の語基は主に一字漢語、 日本語用語のぼかし表現に傾くこと
である。 最後、 対応する中国語訳「 的」 のある非「 的」 形容動詞の場合も少
なくはない。 そういう場合、語基は主な形容動詞で、「 評価」、「 様子」、「 程度」、














































































































ある。書き換える単語が 4語あるので、本稿で 126 語を取り上げた。一覧

















一時的 一时的 合理的 合理的 
一般的 一般的 国際的 国际的 
意図的 有目的的 個人的 个人的 
永続的 永久性的 国家的 国家的 
懐疑的 怀疑性的 古典的 古典的 
開放的 开朗的；开放的 根本的 根本的 
画一的 划一的 最終的 最终的 
画時代的 划时代的 刺激的 刺激性的 
革新的 革新性的 自主的 自主的 
革命的 革命性的 歴史的 历史性的 
画期的 划时代的 思想的 思想的 
過渡的 过度性的 実用的 实用的 
感覚的 感觉性的 史的 关于历史▲ 
感情的 感情的 私的 私人性▲ 
感傷的 令人伤感的 自発的 自发的 
間接的 间接的 社会的 社会的 
感動的 令人感动的 社交的 社交的 
観念的 观念性的 宗教的 宗教的 
技術的 技术的 主観的 主观的 
記述的 记述的 宿命的 宿命的 
機能的 实用的 主導的 主导的 
規範的 规范性的 守備的 防备的 
基本的 基本的 消極的 消极的 
義務的 义务性的 初歩的 初步的 
客観的 客观的 自律的 自律性的 
急進的 激进的 自立的 自立的 
求心的 向心的 人為的 人为的 
強圧的 高压的 人工的 人工的 
驚異的 惊人的 人道的 人道的 
享楽的 享乐的 進歩的 进取的 
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近視眼的 缺乏眼见▲ 心理的 心理的 
近代的 近代的 政治的 政治的 
具体的 具体的 精神的 精神的 
経済的 经济的 静的 静态性▲ 
形式的 形式上的 積極的 积极的 
劇的 戏剧性▲ 絶対的 绝对的 
決定的 决定性的 前衛的 前卫的 
現代的 现代的 漸進的 渐进的 
高圧的 高压的 専門的 专业的 
攻撃的 攻击性的 総合的 综合的 
好戦的 好战的 相対的 相对的 
公的 公共的▲ 断続的 断断续续的 
後天的 后天的 抽象的 抽象的 
合法的 合法的 挑発的 挑逗性的▲ 
効率的 效率性的 直接的 直接的 
直線的 直线的 通俗的 通俗的 
伝統的 传统的 道義的 道义上的 
動的 具有动感▲ 道徳的 道德的 
独占的 独占的 独善的 自以为是▲ 
独創的 独创的 独立的 独立的 
内向的 内向的 人間的 有人情味的 
熱狂的 狂热的 能率的 有效率的 
排他的 排他的 反抗的 反抗性的 
反動的 反动性的 反論理的 反逻辑性的 
悲観的 悲观的 非人道的 非人道的 
非人間的 没有人情味的 非論理的 不合逻辑的 
部分的 部分的 不飽和的 不饱和的 
閉鎖的 封闭性▲ 平和的 和平的 
法的 法律上▲ 保守的 保守的 
本質的 本质的 模範的 模范的 
野性的 野性性质的 友好的 友好的 
楽観的 乐观的 理想的 理想的 





























































「関係」: 合理的 ､ 一般的 ､ 国際的 ､ 個人的 ､ 国家的 ､ 自主的 ､ 自発的 ､
間接的、社会的、主観的、客観的、形式的、相対的、後天的 ､
















































































































曖昧 暧昧的 安心 安心的 安静 安静的 安全 安全的 
意外 意外的 異常 异常的 偉大 伟大的 円滑 圆滑的 
遠大 远大的 温暖 温暖的 簡易 简易的 頑強 顽强的 
不正 不正的 簡単 简单的 簡便 简便的 簡明 简明的 
奇怪 奇怪的 危険 危险的 貴重 贵重的 奇特 奇特的 
機敏 机敏的 富強 富强的 強健 强健的 敏感 敏感的 
強大 强大的 美味 美味的 悲痛 悲痛的 巨大 巨大的 
軽便 轻便的 軽快 轻快的 健康 健康的 健全 健全的 
謙遜 谦逊的 幼稚 幼稚的 幸運 幸运的 光栄 光荣的 
高遠 高远的 高雅 高雅的 豪華 豪华的 狡猾 狡猾的 
幸福 幸福的 公平 公平的 傲慢 傲慢的 巧妙 巧妙的 
孤独 孤独的 固有 固有的 困難 困难的 繁忙 繁忙的 
残酷 残酷的 寂静 寂静的 柔順 温顺的 重大 重大的 
周密 周密的 重要 重要的 主要 主要的 純粋 纯粹的 
正直 正直的 上等 上等的 新奇 新奇的 深厚 深厚的 
深刻 深刻的 新鮮 新鲜的 親密 亲密的 正確 正确的 
精確 精确的 誠実 诚实的 盛大 盛大的 正当 正当的 
精美 精美的 精密 精密的 壮観 壮观的 薄弱 薄弱的 
壮烈 壮烈的 大胆 大胆的 大量 大量的 単純 单纯的 
単調 单调的 淡泊 淡泊的 知名 知名的 忠実 忠实的 
軟弱 软弱的 良好 良好的 同等 同等的 透明 透明的 
同様 同样的 独特 独特的 端正 端正的 特殊 特殊的 
任意 任意的 熱心 热心的 熱烈 热烈的 莫大 莫大的 
爽快 爽快的 悲惨 悲惨的 微小 微小的 微妙 微妙的 






















































































「 魯迅」 像が創られた。「 魯迅」 像は太宰治の個人的な創作であり、 中国の
魯迅像とギャップ感がある。 この論文は『 惜別』 における創作背景、 動機目
的を結び合わせて、 中国の魯迅像とギャップ感があるところを指摘して、 その







































昭和 16 年 12 月に太平洋戦争を勃発してから、日本軍の戦況が悪化しつ







文化圏』などを入手し『惜別』執筆の準備を進め、12 月 20 日、当時の仙
台医専在学魯迅のことを調査するため、仙台に行った。12 月 25 日に帰宅
してから、早々書き始め、翌年 2 月末に『惜別』237 枚は完成した。太平













































































































































































































































































者に愛されている。『 色彩を持たない多崎つくると、 彼の巡礼の年』 は村上春
樹が近年発表した長編小説である。 この論文は文献分析法と帰納推理法を用

























































































































































































































































2 . 3 . 2　「巡礼」の帰り
「「巡礼」の目的は遥かな聖地を参拝することだけでなく、聖地から　
帰ってから日常生活に戻ることの方が重要である」と賈慶超（2013：57）
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は述べている。沙羅に選ばれるかどうかはわからないけど、つくるがどう
しても沙羅を手に入れることにした。東京に戻って、午前四時前に沙羅に
電話をかけた。素直に「君のことが本当に好きだし、心から君をほしいと
思っている」と打ち明けた。
彼の心は沙羅を求めていた。そんな風に、心から誰かを求められる
というのは、なんて素晴らしいことだろう。つくるはそのことを強く
実感した。とても久しぶりに。あるいはそれは初めてのことかもしれ
ない。もちろんすべてが素晴らしいわけではない。
（村上春樹，2013：370）
つくるは初めて「心から誰かを求められる」のは「素晴らしい」ことだ
と感じた。「求めているのは意識ではなく、これまでの語りの流れから言
えば意識下にある自我、言いかえれば本当の自分が求めているのである。
本当の自分の声こそが、自分を納得させ、満足させ、正直にさせると語っ
ているのである。たとえ沙羅がつくるを選ばなくとも、また、自我のエネ
ルギーが湧き出てくるのだろう。（中略）沙羅の選択は、つくるの人生を、
つくるが考えているのとは、別の新たな道を指し示す可能性を秘めてい
る」と太田鈴木（2015：27）が指摘した。つまり、沙羅が自分を選択する
にせよ、次の道に進もうとすると言えるのだろう。
３．『多崎つくる』における「巡礼の年」の意義
「巡礼の年」という言葉はタイトルにあるだけではなく、小説でもレコー
ドの名前として何回現れた。新明解国語辞典によれば、「巡礼」という言
葉は「幾つかの決められた聖地や霊場を順次に参拝して歩くこと」の意味
である。作者はつくるが旧友を訪ねることを過去への「巡礼の年」と呼び、
以上の主人公の人物像の分析から見て、「巡礼の年」は実は二つの深い意
味があると考えている。
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3 . 1　成長の道
村上春樹が「自分の以前の作品は、人と人の「一対一」の関係を述べた
が、」『多崎つくる』では「一対四」だ。それは人と人の連絡、共鳴にます
ます注目するようになったから。」と言った。「若い時に、人々がダメージ
を受けたらわざと隠し、いつも忘れたいけど、時間が経つについて、少し
ずつ封印を開け、傷を正視し始める。傷が大きくなるほど、克服できる人
は熟している」と彼が言った。（趙丹，2017：40）
成長は自我を肯定する過程と言ってもいいのである。他者の関心を通し
て、一歩ずつ暗闇から脱出することができる。もしずっと逃げていたり、
隠れたりすれば、永遠に成長できないのである。つくるが巡礼をして、過
去の傷に直面することにしたからこそ、自己を回復することに成功でき
た。この勇気が成長の道でなくてはならないのである。
作者は若者が家族の庇護を離脱し、遥かな旅に出なければ、生命への深
い理解と生活への全面的な感じができない、本当に成長できないと伝えた
いと思っている。だから、『多崎つくる』におけるの「巡礼の年」はつく
るの「成長の道」と言えるだろうと思われる。
3 . 2　心癒しの旅
「この小説は、主人公つくるが心の傷を癒すために過去へ「巡礼の旅」
をして、一歩ずつ影から出て、癒されたという過程を描いた作品である」
（趙丹，2017：2）と言われる。つくるは最初はずっとグループに疎外さ
れたことを心の底に隠し、十六年ほど誰にも言わなかった。沙羅が言った
「つくるには何かしらの問題を心に抱えている」のように、心の病を癒す
ために、隠された傷と正面から向き合わなければならない。　
つくるは「僕はこれまでずっと、自分のことを犠牲者だと考えてきた。
わけもなく苛酷な目にあわされたと思い続けてきた」と考えていたが、 「で
も本当はそうじゃなかったのかもしれない。僕は犠牲者であるだけじゃな
く、それと同時に自分でも知らないうちにまわりの人々を傷つけてきたの
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かもしれない」（村上春樹，2013：319）と反省した。実はつくるだけでは
なく、シロ、クロ更に小説の全員にしても傷つけられたのである。それゆ
えに「人の心と人の心は調和だけで結びついているのではない。それはむ
しろ傷と傷によって深く結びついているのだ。」（村上春樹，2013：308）
今度、つくるは巡礼を通して、真に過去の親友と直接交流することに　
よって、自分が相手を必要としていて、しかも自分はグループの中で中心
的な存在だと分かった。彼らの目を通して、自分を再度認識した。という
ことで、「巡礼の年」は「心癒しの旅」と考えられる。
おわりに
本稿では、村上春樹の小説『多崎つくる』の主人公多崎つくるを研究対
象に、彼の人物像を分析した。まず、『多崎つくる』について、内容など
を紹介した。そして、作品における主人公の成長の三段階、「自我を失っ
た多崎つくる」、「自我を探す多崎つくる」、「自己を回復する多崎つくる」
それぞれをテクストを中心に分析し、人物像への理解を深めた。つくるは
最初は人間に不信感を抱き、自己を肯定できていないイメージを与える。
恋人木元沙羅の助けと自分の努力で過去に直面することにして自我を探
す。16 年ぶりにかつての仲間を訪ねた巡礼の旅を通し、だんだん心を開
いて心の傷を癒していた。最後は自我探しに成功し、自己を肯定した。
さらに、『多崎つくる』における「巡礼の年」の意義を考察した。作者
は巡礼の旅を借りて主人公の自己探求の成長経歴を明らかに示す。また、
「巡礼の年」は心が癒される旅である。作者は読者に心の交流が大事だし、
若者たちが勇敢に苦痛に直面し、自我に直面し、積極的に人生に直面する
ことを伝えたい。『多崎つくる』は単純的な青春小説ではなく、現代社会
における若者の自己認識と精神問題を反映した小説と言えよう。本論文は
人物像に対する認識はまだ足りなく、これから、深く研究する必要がある
と思っている。
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